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   プラズマ乱流揺動は, 磁力線を横切る輸送
を駆動することが知られている. 特にイオン温
度勾配により励起される揺動は磁場閉じ込め

プラズマの輸送を理解する上で重要と考えら

れているが, これまでイオン温度揺動の計測は
行われてこなかった. 実験室プラズマでは, イ
オン温度の値は通常電子温度に比べて格段に

小さい. 減速電界領域におけるイオン電流は, 
電子飽和電流に埋もれて, 分離識別が困難であ
る. 従って, プローブの電流-電圧特性から, イ
オン温度を知る事が出来ない. しかし, 磁界中
では電子とイオンのラーマ半径が異なるので, 
その差を利用して, 両者を分離捕捉する事は可
能である[1]. 本研究では, この特性を用いたイ
オンセンシティブプローブ法により, イオン温
度計測をした. 更に, イオン温度揺動振幅を観
測するためコンディショナルサンプリング法

[2,3]を適用した. 
   図１は, イオンセンシティブプローブの概
略図である. 溝の深さd(mm)を変化させる事に
よって, イオンのみを捕集することができる. 
直線装置PANTAでは磁場強度0.09Tで電子温度
1-3(eV)のArプラズマを生成する . 理論値とし
てdを電子ラーマ半径の10倍以上, 本実験では
0.7(mm)以上にする必要がある. 図2に示すよう
に, 理論値の約3倍のd=2(mm)で正バイアス(電
子電流捕集領域)にてプローブ電流を0にする事, 
すなわち, イオンのみの分離捕集に成功した. 
観測された電流-電圧特性からプラズマの中心
付近でイオン温度は0.14(eV)程度と求められた.  
   次のステップとして, コンディショナルサン
プリング法を適用し, 浮遊電位揺動に同期したイ
オン温度揺動振幅を統計的に取り出す. イオンセ 

 
 
ンシティブプローブでは, ガイド電極を用いて電
子温度も同時計測できる. 電子温度揺動とイオン
温度揺動との大きさの違いについても議論する. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
	
  図1: イオンセンシティブプローブの概略図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図2 :	
 イオンセンシティブプローブにおける電	
 	
  
	
 	
 	
 流-電圧特性 
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